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特 集 想いをつなぐ〜変化を生み出すチカラ

未
来
に
託
す
、

今
で
き
る
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と
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つながる想い～現場からのことば

次世代へ想いをつなぐ仕組み
「遺贈寄付」とは

2025年度 新任役員のご紹介
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シャプラバ！
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シャプラ文化部
あま～いヨーグルト

涙と笑いに満ちた激動の7年間
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シャプラニールとは

「取り残さない、その小さな声を。」

戦争や大規模な自然災害など、
多くの人 を々苦しめる事件の裏で
日々 の暮らしそのものに
困難を抱えている人がいます。

そういった声なき声をすくい上げ、
一緒に感じ、考え、行動し
少しでも明日に希望が持てるよう、
ともに歩んでいくこと。

それがシャプラニールの考える
「誰も取り残さない」という精神です。
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　シャプラニールは、1972年に設立された南アジアと日本で貧困問題の解決に向けて活動する国際協力
NGOです。「すべての人々が持つ豊かな可能性が開花する社会」の実現をめざし、児童労働の削減、
災害に強い地域づくり、フェアトレードへの取り組み、多文化共生社会づくりの推進を行っています。

※情報は2025年10月時点
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孤児でないにもかかわらず孤児院に入れられる子どもが
いるといった現状を、国内外に発信するための活動内容
を孤児院で育った経験のある若者らと計画した。孤児
院で過ごした経験のある若者
のストーリーを収集し、社会に
発信していくこと、国際会議へ
の出席を決定した。 

2024年度に各校で策定した学校児童保護方針の改善や
共有が学校ごとに継続的に行われている。また、養護教
員向けに社会性と感情に着目して、子どもたちの「生きる
力」を育むための研修を行うなどして、学校の保護機能
を高めている。この研修には、
支援対象の21校以外の養護教
員を含めて計53名が参加し、
連続開催の要望も多く反響が
大きかった。

1
学校、地方行政、地域の力で
児童労働の予防と削減 

3
孤児院ビジネス被害者の
若者グループ支援

センターに通う少女の多くが出身の村で保護者たちと、子ど
もの権利や都会で家事使用人として働く少女が直面する課
題について話し合った。保護者からは、経済的困窮などか
ら生きるために娘を働きに出さざ
るを得ない事情が共有されたが、

「今後は働きに出さないためにで
きることには積極的に参加したい」
という意見も確認できた。 

2024年度に支援した地域のトイレ、井戸、雨水収集給水シス
テムが適切に維持管理され、洪水時だけでなく日常生活の
中で村人に使用されていることが
確認できた。コミュニティの共有
財産となっている。8月には、それ
らの維持管理のフォローアップ研
修を行い女性49名が参加した。 

多文化共生コミュニティスペース「マザリナ」で、外国
ルーツの方のお話会＆ネパールダンスワークショップを
実施。文化やネパール人講師の背景を学んだうえでダ
ンスを通して言語を超えた楽しい交流ができた。日本
語学校の学生にとっては、日本で暮らす先輩に就職の
相談をするなど新たなつながりを持つ機会ともなった。

多文化共生社会をめざす取り組み

南アジアで身近にある素材や暮らしに息づく伝統を大切にした物づくり
を通じ、生産者の生活向上をめざす取り組み。原料の見直しで時間を
要していたオリジナル石けん「Sheソープ」の
本制作、再販までの最終調整を行った。また
新しいパートナー団体ポリ・クラフトのノクシ
カタ刺しゅう商品の販売を開始した。

フェアトレードへの取り組み

2

1

カトマンズ

2

1
ダッカ

2
ジェンダー視点による
地域防災力の強化

マクワンプール郡
ヘタウダ市、マナハリ村　
2024年～

3 カトマンズ盆地・スルケット郡
2025年11月（予定）

モラン郡
ウルラバリ市

2023年～

ダッカ市内　2006年～

クルナ県コイラ郡　2024年～

東京都新宿区大久保　
2022年～

児童労働

若者支援

防災

児童労働

多文化共生 フェアトレードJapan

集落単位のコミュニティ災害管理委員会で住民が集
まって定期的な情報や経験の共有を行うだけでなく、避
難訓練、防災がテーマの路上劇を実演するなどした。コ
ミュニティ災害管理委員会で
出た意見を区や市に住民が申
請するなど、住民と地方行政の
連携や地域住民の自立的な動
きが強化されつつある。

2
水害リスクに強い
コミュニティづくり 防災

ネパール

バングラデシュ

ネパールダンスの輪にとび入り参加！楽しい！（東）／時間の流れ方と物価上昇に意識が追い付かない……（内山） 23



も
、「
世
界
を
少
し
で
も
良
く
し
た
い
」

と
い
う
願
い
を
胸
に
ご
支
援
、
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
は
離
れ
て
い
て
も
、
確
か

に
一
人
ひ
と
り
の
想
い
は
繋
が
っ
て
い

る
の
で
す
。 

活
動
を
始
め
た
当
初
か
ら
ご
支
援
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
の
中
に
は
、
ご
逝
去

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
お
子
さ
ん
が
「
父
／
母
が
長
年

に
わ
た
っ
て
支
援
し
て
き
た
こ
と
を
私

も
引
き
継
ぎ
た
い
」
と
、
会
員
や
マ
ン

ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
を
継
承
し
て
く
だ

さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、

遺
贈
寄
付
の
仕
組
み
も
社
会
的
に
徐
々

に
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
遺
産
の
寄
付

を
ご
相
談
い
た
だ
く
機
会
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
想
い
は
、
時
間
を

超
え
て
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
る

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

本
特
集
で
は
、
活
動
を
通
じ
て
変

化
を
広
げ
よ
う
と
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、
日
本
の
３
名
の
想

い
を
、
そ
し
て
次
の
世
代
へ
想
い
を
つ

な
ぐ
仕
組
み
「
遺
贈
寄
付
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
想
い
が
つ
な
が
り
、

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
活
動
は
半
世
紀
を

超
え
て
続
い
て
き
ま
し
た
。
つ
な
が
り

は
や
が
て
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま

す
。
現
場
か
ら
の
「
変
化
」
の
声
と
、

次
の
世
代
に
想
い
を
つ
な
ぐ
遺
贈
寄
付

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
は
、
一
人
ひ
と
り

の
「
想
い
」
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
貧
困
や
差
別
の
な
い
社

会
を
願
う
気
持
ち
、
遠
く
離
れ
た
誰
か

の
未
来
を
案
じ
る
気
持
ち
、そ
し
て「
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
。
想
い
を
持
っ
て
活
動
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
読
者
の
皆
さ
ん
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、
日

本
の
活
動
の
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち

や
女
性
た
ち
、
そ
し
て
事
業
に
か
か
わ

る
人
々
が
、
新
た
な
機
会
や
学
び
を
得

る
こ
と
で
自
ら
の
可
能
性
に
気
づ
き
、

新
た
な
変
化
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
会
員
、
マ
ン
ス
リ
ー
サ

ポ
ー
タ
ー
、
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
通
し
て
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

想いをつなぐ〜変化を生み出すチカラ 
特 集

Inter view

特
集

想
い
を
つ
な
ぐ
～
変
化
を
生
み
出
す
チ
カ
ラ

つながる想い～現場からのことば
バングラデシュ、ネパール、日本で活動にかかわる3名から、
活動を通じて自身に生まれた変化をご紹介します。

経験と学びを少女たちに伝える 
　10歳になる前、親戚にダッカへ一緒に行こうと誘われ、都会に遊びに行くだけと思ってい
たら、家事使用人として働くことになりました。外出する機会はなく、学校に行かせてもら
えませんでしたが、村に暮らす弟と妹の学費のために仕事を続けました。2011年に支援セ
ンターに通いはじめ、読み書きや計算、刺しゅうやミシンの研修も受けたことで、私にもで
きることがあると自信がつきました。2019年には、結婚をして家にいた私に「センターで働
いてみない？」と声をかけてもらい、「使用人」ではなく「勤め人」になったことがとても嬉し
かったです。かつての私と同じ境遇にある少女たちに、勉強と貯金は将来生活していくう
えで大切であることなどの自分の経験を伝えていました。今はオンライン販売のサリーに
刺しゅうを施す仕事を請け負っていますが、将来は自分のお店を持ちたいと思っています。

バングラデシュでの家事使用人として働く少女の支援

ジョバさん
支援センター参加者
（2011年～2019年）

生まれ育った地元へ貢献したい 
　ヘタウダ市19区で子どもの権利にかかわる人々へ働きかけを行うソーシャルモービライ
ザーとして、子どもたちの家へ訪問したり、学校に立寄り話を聞いたりするアウトリーチ活動

（支援が必要な人に情報や支援を届ける仕事）をしています。ここでは道路や交通機関
が整っていない地区もあり、学校まで遠く、通うのを諦めてしまう子もいます。19区は広く、
回って歩くのは大変ですが、児童労働をなくすために地域による差がない、きちんとした教
育を届けたいと思っています。子どもたちとは年齢が近いので、彼らも気軽に話しかけてく
れます。そうした彼らが学校に通い続け、幸せそうにしているのを見ると、自分自身も満た
されます。これからもこの生まれ育った19区に貢献していきます。

ネパールの地方部における児童労働予防と削減

クリティカさん
ソーシャルモビライザー

私にも娘にも居心地のよい場所で
　日本に住み始めた頃は、日本語をほとんど話せず、周りに知っている人が誰もいなくて
寂しかったです。日本語が少しわかるようになっても意味を理解できず、自分が言いた
いことがあっても伝えられませんでした。多文化共生コミュニティスペース「マザリナ」
には、私の話す日本語が間違っていても、私の言いたいことを理解しようとしてくれる人
達がたくさんいます。マザリナは楽しく、困ったことを相談できて、子育ての事も話せる
自分を受け入れてくれる場所です。娘にとっては、初めての人を怖がらなくていいことを
知ったり、いろいろな人と出会える場所にもなっています。周りのネパールの友達にもマ
ザリナを紹介しています。来てくれたらいい場所だってわかってもらえると思います。

日本での多文化共生社会をめざす取り組み

ソバさん
「マザリナ」参加者

文
／
支
援
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ

髙
階
悠
輔

6月より勤務しています。愛犬のお風呂で今日も絶叫祭（小林）／お気に入りの紙袋がブックカバーに生まれ変わりました（佐々木） （報告）バラの挿し木に失敗……むずかしいな（小川）／老眼鏡のもう少し前向きな呼び名はないのでしょうか（勝井） 45



実
は
増
え
て
い
る
！
日
本
の
遺
贈
寄
付 

日
本
国
内
に
お
け
る
遺
贈
寄
付
の
件
数
は
、
こ
こ
10
年

間
ほ
ど
で
３
倍
近
く
に
増
加
し
、
年
間
約
１
０
０
０
件
に

成
長（
国
税
庁
、２
０
２
３
年
）。
相
続
人
が
い
な
い
場
合
、

遺
産
は
国
庫
に
帰
属
す
る
た
め
「
そ
れ
な
ら
ば
最
後
に
自

分
ら
し
く
社
会
の
た
め
に
役
立
て
た
い
」
と
思
う
方
も
少

し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
遺
贈
寄
付
は
ご
本

人
が
亡
く
な
っ
た
後
に
行
わ
れ
る
寄
付
で
あ
る
た
め
、
現

在
の
生
活
資
金
に
影
響
が
な
い
と
い
う
点
も
選
択
さ
れ
る

理
由
の
一
つ
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
遺
贈
寄
付
額
が
３
９
７
億
円

に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
４
２
１
７
億
円
、
ア
メ
リ
カ
で

は
４
兆
４
７
３
５
億
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
寄
付
文

化
や
税
制
な
ど
要
因
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
上
記
の
よ
う
な

理
由
か
ら
今
後
は
日
本
で
も
遺
贈
寄
付
が
増
加
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
自
身
が
亡
く
な
っ
た
際
に
、
財
産
の
一
部
（
ま
た
は

全
部
）
を
寄
付
す
る
こ
と
を
「
遺
贈
寄
付
」
と
い
い
ま
す
。

遺
贈
寄
付
は
、
生
涯
を
通
じ
て
大
切
に
し
て
き
た
思
い
を

次
世
代
に
つ
な
ぐ
手
段
で
す
。
そ
し
て
12
月
は
寄
付
月
間

「Giving Decem
ber

」
で
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
寄
付

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

遺
贈
寄
付
の
種
類
と
方
法 

遺
贈
寄
付
の
主
な
方
法
は
、
３
つ
あ
り
ま
す
。

 ①
遺
言
に
よ
る
寄
付

遺
言
書
に
寄
付
の
意
思
を
示
し
て
お
く
こ
と
を
指
し
ま

す
。
遺
言
書
に
は
、
公
証
役
場
で
作
成
す
る
「
公
正
証
書

遺
言
」
と
自
身
で
作
成
す
る
「
自
筆
証
書
遺
言
」
が
あ
り
、

確
実
な
執
行
を
望
む
場
合
に
は
公
正
証
書
遺
言
が
お
す
す

め
で
す
。 

②
信
託
や
保
険
な
ど
契
約
に
よ
る
寄
付

死
因
贈
与
契
約
や
生
命
保
険
、
ま
た
は
信
託
銀
行
な
ど

と
の
契
約
の
際
に
贈
与
先
・
寄
付
先
を
指
定
し
て
お
く
も

の
で
す
。
信
託
に
よ
る
寄
付
は
徐
々
に
広
が
っ
て
い
ま
す

が
、
死
因
贈
与
契
約
や
生
命
保
険
の
方
式
は
ま
だ
ま
だ
一

般
的
で
は
な
い
の
が
現
状
で
す
。

③
相
続
財
産
の
寄
付

本
人
で
は
な
く
相
続
人
が
寄
付
を
す
る
方
法
で
す
。
生

前
に
本
人
が
手
紙
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
な
ど
で
そ
の

意
思
を
残
し
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
詳
細
は
裏
表

紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

次 世 代へ
想いをつなぐ

仕 組み
「 遺 贈 寄 付 」とは

特
集

想
い
を
つ
な
ぐ
～
変
化
を
生
み
出
す
チ
カ
ラ

思いをカタチに

2025 年度 新任役員のご紹介
2025年度会員総会にて、新たに代表理事・理事・監事・評議員に選任された皆さまから、
会員・マンスリーサポーターの皆さまへのメッセージが届きましたので、ご紹介します。

理事
田中 政行 （ボランティア、会社員）

ボランティアとして約18年、クラフトリンクや
ステナイ生活、各種イベントに携わってきま
した。私にとってかけがえのない存在であ
るシャプラニールへの恩返しも込めて、草
創期から活動されてきた方 と々新しくかかわ
る方 を々つなぐ役割を担えたらと思います。

評議員
杉江 千月 （公認会計士）

監査法人勤務やコンサル業務を経て、現
在は株式会社ミナトマネジメントで内部監
査と総務を担当しています。シャプラニー
ルの自立を支える活動方針に深く共感し、
初めての評議員職ではありますが、目標達
成のために微力ながらお力添えできればと
思っています。

評議員
本間 まり子 

（早稲田大学 社会科学総合学術院 講師）

1998年に青年海外協力隊としてバングラデ
シュに派遣されて以来、女性のエンパワメン
トを中心に国際協力の実務や研究に従事し
てきました。隊員時代に刺しゅう製品の購入
先として幾度も口にしてきたシャプラニール
で、初めて評議員を務めることとなりました。

監事
上原 優子 （立命館アジア太平洋大学
サステイナビリティ観光学部 教授）

これまでの会計・監査分野における経験を
活かし、シャプラニールの目的達成に向け
てお力添えできればと考えております。社
会におけるさまざまな課題に対し、問題の
根本的な解決をめざす皆さまの姿勢に倣
い、活動を推進するために努力を惜しまな
い所存です。

評議員
柘植 亮司 

（名古屋市天白スポーツセンター職員）

1987年にJICA協力隊としてバングラデシュ
で活動し、後に同国の日本大使館で、帰国
後は外務本省や各国の日本大使館で勤務
しました。「目の前の一人を大切に」をモッ
トーに、シャプラニールの活動がさらに有
意義なものとなるよう尽力します。

評議員
矢部 杏奈

（NPO法人PIECES 職員）

分断が広がる世界において、「私」と「他者」
を切り分けるのではなく、「私たち」として存
在することが今、市民一人ひとりに求められ
ているように思います。シャプラニールと共
に分断のない社会、そして誰も取り残さない
社会の実現の一端を担えたらと思います。

弟の想いを、
未来につなげたい

東京都　山西 洋子さん（仮名）

亡くなった弟から相続した財

産を寄付しました。弟自身も

生前シャプラニールに寄付を

しており、私もボランティアと

してかかわっています。弟も

きっと喜んでくれていると思

います。活動に役立ててもら

えたら、とても嬉しいです。

代表理事
村山 真弓 （南アジア研究者）

私が共感する現地の人々に学び自己を見
直すというシャプラニールの姿勢は今も変
わっていません。他方、南アジアも日本も
状況は大きく変化しています。共に生きる
ために、私たちが今、何をすべきか。皆さ
んと一緒に考え、未来を紡いでいきたいと
願っています。

理事
齋藤 百合子

（大東文化大学国際関係学部特任教授）

1980年代にシャプラニールとのかかわりが
始まりました。現在は大学で教鞭をとるほ
か、人身取引問題や在日移住女性との多文
化共生、日本の若年女性の性的搾取に反
対する活動などに携わっています。国際協
力の醍醐味とジェンダー平等と人権を大事
にしていきたいです。

〈事例のご紹介〉

今月のモットー：人事を尽くして天命を待つ（杉山）／2年ぶりにお酒を味わう日々、妊娠授乳越え乾杯（菅野） 人間も犬もコレステロール値が気になります（ジェームス）／祖母の嫌いな食べ物と好きな食べ物が完全に私と一致（下鳥） 67


